
１．問題の所在と研究の目的
吉崎静夫（1997）は，教師の成長にとって最初

の３年間が決定的に重要であるとしている。さら
に，その中でも最初の１年間は教職生活において
最も成長・発達する時期であると同時に最大の危
機にも直面する「サバイバル期」であるとして
いる。
最初の１年目の教師の危機を教師の抱く心配と
いう点から探求した浅田匡（1998）によれば，１
学期に初任教師が抱く心配は第一に教師自身に関
すること，第２に子どもに関すること，第３に家
庭，保護者に関することに分けられる。このよう
に初任教師の心配は，幅広い分野に渡るとともに，
その数は五月に最大となり１学期全体を通じて減
少することがない。その後，２学期には職場にも
慣れ職務に関する心配が減少する一方，教師の専
門性が最も問われる授業や子どもに関する心配が

より深いレベルで沸いてくるという。まさに，採
用された最初の１年間は，教師にとって最大の危
機に直面する「サバイバル期」といえよう。
さらに，永田智子（2007）は，2005年度退職予
定の60歳から2045年度退職予定の20歳の公立小
中学校教員数をもとに，「現在の教員の年齢構成
は逆ピラミッドになっており，30から 40歳代の
ミドルリーダーが少ない。」と指摘している。ま
た，「今後10年間で50歳代教師が大量に退職する
と，ミドルリーダー層の多くは管理職につかなけ
ればならなくなり，新人教師が学ぶことのできる
ベテラン教師が不足」し，「学校現場の人材育成
力の低下」をもたらすと指摘する。同時に「新人
教師だからといって大目に見てもらえる時代では
なく」なり，「即戦力として働く教師が求められ
ている。」という。
このような厳しい状況にさらされた採用後１年
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の新人教師の中には精神的に追い込まれた例も報
告されている。久冨善之（2010）は，「教壇に立
ったばかりの三人の女性教師がわずか半年で自ら
命を絶った」2004年と 2006年に起こった事件を
取り上げ，「新採教師はなぜ追いつめられたのか」
という問いに対して，「今日の日本の新人教師た
ちや教師層全体が置かれた状況，その困難と苦悩
の全体」を以下のように指摘している。第１に，
「教室では静かに座って，先生の指示に従い学
習・行動する。」という「教師・学校への一定の
信頼と学校秩序」が，子どもや保護者に「当り前」
ではなくなったこと。第２に，「父母からの厳し
いクレーム」等の「父母との関係での難しさ」が，
「多くの新採教師を悩ましており，不幸な例では
『すべては私の無力さ』という『自己否定感』に
まで追い込まれている。」第３に，「職場の管理職
や同僚が，同じ教師でありながら新採教師の苦労
を実質的にサポートするとは限らず，むしろ責め
る側に回って決定的に追い詰めていくケースがあ
る。」第４に，同じ職場に「心許せる本物の仲間
関係の広がり」があれば望ましいが，「管理職も
含めた教師同僚たちの職場での関係が，教員評価
制度の浸透もあって」厳しいものになりかね
ない。

2000年以降の教師を取り巻く状況の変化を踏ま
えれば，初任教師の抱える危機は以前にもまして
深刻なものと思われる。
ただし，吉崎静夫（1997）は，この危機的な１
年間の実践経験から何をどのように学ぶのかとい
うことが，その後の教師としての仕事に大きな影
響を及ぼすことは間違いないと述べている。この
指摘を踏まえると，危機的な状況におかれた初任
教師がどのように成長を遂げていくのか，またそ
の成長を促す要因は何なのかを明らかにすること
が必要と思われる。
初任教師の成長についての研究については，散
見される。その中で，初任教師の「授業力量」の
成長，変容について考察した以下の研究がある。
木原俊行（2004）は，１名の初任教師の６月，

９月，12月の算数の授業を比較検討し，授業前の
準備と関連した教授行為については，12月に改善
されたが，即自的な意志決定を伴う授業行為につ
いては 12月になっても問題が残ることを明らか
にした。また，木原成一郎（2007）は，１名の初

任教師の授業観察を行い，熟練した同僚教師の援
助があれば，どの学年のどの教材でも共通して求
められる「授業力量」の向上に加え，授業実施時
に適切な意思決定と行動を行う個性的で自律的な
「授業力量」に関して何が課題かという「問題の
自覚」を初任教師が蓄積していくことができるこ
とを明らかにした。
木原俊行（2004）は，初任から教職経験５年未
満の教師を「若手教師」，教職経験５年以上15年
未満の教師を「中堅教師」，教職経験15年以上の
教師を「ベテラン教師」と段階区分し，「授業力
量形成モデル」からみた「若手教師」の授業力量
の特徴を中堅以降の教師と比較して以下のように
述べる。
第１に，「若手教師」の授業力量は，「安定性」
と「実効性」が欠落している。第２に，「若手教
師」の力量は，すべての教師に必要な力量を身に
着けるという「共通化」の性格を持つ。第３に，
「若手教師」の力量は，同僚や学校外の他者との
かかわりによる「支援的関係」により形成さ
れる。
初任から教職経験５年未満の教師を「若手教師」

とした木原俊行（2004）の指摘を踏まえれば，採
用後数年間の授業力量の変化を経年的に明らかに
する研究が求められる。しかし，吉崎静夫（1997）
が，採用２年目の教師の成長について考察したも
のがあるものの，３年目以降について考察したも
のは管見の限り見られない。
ここで体育授業に関する教師の授業力量に関す
る研究動向について概観する。国内外の教師の思
考研究をレビューした中井隆司（2011，pp.208-

222）は，体育教師の授業力量に関して，主に英
米圏の研究の成果である「体育教師の知識，意思
決定，省察，信念といった体育教師思考過程」の
蓄積を以下のように紹介している。
第１に，「知識」に関する研究は，教員養成課
程の学生と熟練教師の間の「知識」の構造の相違，
教員養成課程の学生の教科内容の「知識」の貧困
を指摘した。第２に，「意思決定」に関する研究
は，経験の浅い教師と熟練教師を比較し，熟練教
師が指導計画段階で教授活動の方略を多く決定し
指導中は子どものパフォーマンスに注目するこ
と，計画段階で多くの情報を要求するとともに実
行段階での計画修正が多いことを明らかにした。
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第３に，「省察」に関する研究は，教育実習生の
「省察」に「教授技術」「教授に関わる状況的文脈
的側面」「教授に関わる社会的・道徳的・政治的
側面」があること。熟練教師の「省察」に短期間
の「省察」と長期間の「省察」があることを明ら
かにした。第４に，「信念」に関する研究は，体
育教師が体育の目的，授業について学ぶこと，学
習者と学習，指導経験と信念の関係，教材，自身
や指導役割，自分たちの仕事の本質に強い信念を
保持していることを明らかにした。
中井隆司（2011）の紹介した国際的な研究動向

を踏まえれば，教師の体育授業に関する力量につ
いて，これまでの観察可能な教師の教授行動や子
どもの学習行動との相互作用の研究に加えて，そ
れらを発揮する教師の思考や認知過程の側から実
証的に研究することが求められる。
わが国では中井隆司・岡沢祥訓（1999）が，熟

練教師を対象にして体育授業に関する教師知識と
意思決定の関係を再生刺激法を用いて探求し，授
業実施過程での意思決定の推移とその背後にある
知識との関係を明らかにしている。しかし，初任
教師から数年間の若手教師の知識や意思決定に関
する研究は管見の限りわが国では未見であり，研
究が求められる。
そこで，久保研二ら（2011）は，「若手教師」
Ｘ氏（以下Ｘと省略）を対象に，採用１年目の授
業に関する思考の特徴と，採用４年目の授業に関
する思考の特徴の変容を明らかにし，「若手教師」
の教職経験に伴う「授業力量」の成長について考
察を行った。
その結果，以下のような知見が得られた。Ｘの
初任者研修段階と採用４年目の体育授業に関する
思考カテゴリーを比較したところ，①「授業の計
画」，②「教師の指導」，③「子どもの学び」とい
う共通カテゴリーが存在した。ただし，①「授業
の計画」は全体の19%から５%に減少し，②「教
師の指導」が20%から47%に増加した。また，③
「子どもの学び」は 52%から 56%と変化はなかっ
た。さらに，②「教師の指導」と③「子どもの学
び」の重なる部分に「子どもの実態を踏まえた教
師の行動」という複合的なカテゴリーが出現
した。
これらの結果から，Ｘの「授業力量」の成長に

ついて以下のようなことが推察された。まず，思
考のカテゴリーにおける割合の変化から，意図を
明確にした指導計画が作成できるようになり，授
業の中で明確な意図を持った指導を行うことがで
きるようになったことである。
次に，「子どもの実態を踏まえた教師の行動」
という複合的なカテゴリーの出現した授業場面を
分析し，以下のような「授業力量」の発揮の事実
を確認した。１つ目は，授業中の子どもの状況を
即自的に評価するとともに必要な指導を考える即
興的思考を実施したということである。２つ目は，
予想しなかった子どもの発言を，瞬時に自分の授
業計画の中に位置づけ解釈して，その発言を取り
上げるか否かを判断したということである。ただ
し，適切な判断と不適切な判断の場合があった。
３つ目は，次時の授業課題を考えながら，次時の
示範に取り上げようとする特定の子どもの運動の
経過をチェックしたということである。４つ目は，
授業中の子どもの学習の様子を先読みし，その実
態に合わせて授業計画を考え実際に指導したとい
うことである。
これらの思考のカテゴリーにおける割合の変化
と「子どもの実態を踏まえた教師の行動」という
複合的なカテゴリーの出現から以下のようにＸの
成長が読み取れる。つまり，初任として採用後３
年５か月を経たＸは，目の前の子どもの学習に関
する知識と教師の指導計画や指導法に関する知識
を身につけることを通して，指導計画段階で子ど
もの学習の先読みをして教材を選ぶ意思決定，授
業実施時に子どもの理解をふまえた即自的で適切
な意思決定と教授行動を行う「授業力量」を習得
しつつあることが推察された。
本研究の目的は，久保研二ら（2011）で明らか
にされたＸの採用１年目と採用後４年目の体育授
業に関する思考の変容に関して，課題として残さ
れたその変容の要因を探求することで，Ｘの成長
の過程を明らかにし，体育授業に関する現職教育
の方法改善への示唆を得ることである。この研究
は，体育授業に限定された制約はあるものの，採
用後数年間の「若手教師」が授業力量を成長させ
ていくために必要な条件の明確化に貢献しようと
するものである。
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２．研究の方法
2-1．資料の収集

調査者１名がＸに「体育授業や学校，同僚に関
する自由な感想」のインタビューを 2007年 6,8，
12月，2008年２月，2010年９月と５回実施して
トランスクリプトを作成した。また，同一の調査
者が，Ｘのメンター 1 Ｙ氏（以下Ｙと略す）に，
Ｘへの援助に関する半構造化インタビューを2011

年５月に実施してトランスクリプトを作成した。
また，Ｙの主催した自主的勉強会の 2007年度

の４回分のレジュメと，Ｙの教員採用後の毎年の
授業研究の資料を収集して参照した。

2-2．調査者の属性とＸとのかかわり

上記の調査者はＸの教員養成時代の指導教員で
あり，採用１年目の授業と，採用４年目の授業の
観察を行った。また，Ｘの求めに応じて，電子メ
ールやインタビューを通して体育授業に関する支
援を行った。

2-3．分析の方法

同一の調査者が上記の合計６回のインタビュー
発話からＸの成長に関する発話を取り出し，意味
のまとまりで発話を区切った。そして，共通する
内容の発話でグループを作り，再度そのグループ
の発話を読み直して各グループに名札をつけた。
その結果をＸとＹに見せ意見を求め，解釈を合意
した。

３．結果と考察
3-1．インタビューの分析結果

ＸとＹへのインタビューから，Ｘの成長を促し
た要因として，以下の４つの名札が抽出された。
①　管理職の転勤による学校の雰囲気の変化
②　同学年の同僚教師であるメンターからの
援助
③　同学年教師集団からの援助
④　体育科の校外研修と校内研修（研究授業）
への参加
これ以降，上記の４つの要因について，インタ
ビュー発話を引用しながら，具体的に検討する。
発話を引用する際には，インタビュアーの発話に
Ｉ，Ｘの発話にＸ，Ｙの発話にＹを付けることと
する。また，引用の下線はすべて引用者による。

3-2．分析結果の事例的検討

3-2-1．管理職の転勤による学校の雰囲気の変化
Ｘの成長を促した第１の要因は，管理職の転
勤による学校の雰囲気の変化である。次のＸへ
のインタビューによれば，校長が代わり，新し
いＤ校長先生は，外向きの発表に時間を割くの
ではなく，授業で子どもに向き合うことを学校
の運営の基本に据えた。その結果学校の雰囲気
が大きく変わったという。

Ｉ：学校はどう？　体育の授業で，ものすごく
変わったっていうのは，スタッフが変わ
った？

Ｘ：色々要因はあるんですけど。まず，大きく
変わったのはやっぱり管理職の先生が代わ
ったのが大きいかなと。教頭先生が代わり
ましたし。女性の先生になって。＿校＿長＿先＿生

＿も＿僕＿が＿２＿年＿目＿か＿ら＿今＿の＿D＿先＿生＿に＿な＿っ＿た＿ん＿で

＿す＿け＿ど＿。＿D＿先＿生＿は＿初＿め＿て＿の＿校＿長＿先＿生＿な＿ん＿で

＿す＿け＿ど＿，＿現＿場＿の＿先＿生＿に＿，＿外＿向＿き＿と＿い＿う＿か＿，

＿見＿栄＿え＿の＿面＿で＿，＿発＿表＿会＿と＿か＿は＿全＿部＿一＿切＿な＿し

＿に＿し＿て＿い＿っ＿て＿，＿身＿に＿な＿る＿よ＿う＿な＿と＿こ＿ろ＿に＿先

＿生＿の＿時＿間＿を＿割＿い＿て＿ほ＿し＿い＿と＿い＿う＿こ＿と＿で＿＿。＿太

＿鼓＿の＿発＿表＿も＿発＿表＿の＿た＿め＿の＿発＿表＿だ＿っ＿た＿の＿で＿，

＿全＿部＿割＿い＿て＿，＿そ＿の＿分＿や＿っ＿ぱ＿授＿業＿し＿て＿ほ＿し＿い

＿っ＿て＿こ＿と＿で＿す＿し＿。＿外＿向＿き＿に＿や＿っ＿て＿た＿ア＿ピ＿ー

＿ル＿＿み＿た＿い＿な＿の＿を＿全＿部＿な＿し＿に＿し＿て＿，＿子＿ど＿も＿と

＿向＿き＿合＿っ＿て＿欲＿し＿い＿と＿言＿う＿か。勤務時間内の
仕事なんかも，報告資料なんかは，校長先
生でできるところは全部やってくれたりし
て。＿担＿任＿の＿先＿生＿は＿や＿っ＿ぱ＿り＿授＿業＿と＿か＿，＿そ＿っ

＿ち＿の＿方＿に＿力＿を＿注＿い＿で＿ほ＿し＿い＿と＿い＿う＿方＿な＿の＿で＿。

＿や＿っ＿ぱ＿り＿学＿校＿自＿体＿が＿変＿わ＿っ＿た＿感＿じ＿は＿し＿ま＿す。

この点について，Ｙは同様に次のように述
べた。

Ｙ：すごい変化でしたね。
Ｉ：先ほど「（転勤を希望した理由の一つは）
風土」とおっしゃっていましたが，どんな
ところが大きく変わりましたか？

Ｙ：＿一＿番＿は＿声＿を＿拾＿っ＿て＿も＿ら＿え＿る＿よ＿う＿に＿な＿っ＿た＿と

＿こ＿ろ＿で＿す。〈中略〉話は大体合うのですが，
「こうしたらいいんじゃないか」と提案し
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ても全部叩き潰されてみんなやる気がなか
ったのが，＿校＿長＿が＿代＿わ＿ら＿れ＿て＿か＿ら＿は＿「＿こ＿う＿す

＿れ＿ば＿い＿い＿ん＿じ＿ゃ＿な＿い＿か＿」＿と＿提＿案＿す＿る＿と＿「＿思

＿う＿よう＿にや＿って＿みな＿さい＿」＿と＿いう＿形＿にな

＿って＿モチ＿ベー＿ショ＿ンが＿上が＿った＿の＿と，＿以前

＿は保＿護者＿から＿何か＿言わ＿れた＿ら「＿担＿任が＿いけ

＿ない＿」と＿きて＿いた＿のが＿，D＿校長＿は＿自分＿で食

＿い止＿めて＿担任＿を守＿った＿とい＿うこ＿と＿がよ＿くあ

＿った＿ので＿，し＿ょう＿もな＿い苦＿情が＿激＿減し＿まし

＿た。＿担任＿批判＿とか＿が。＿そう＿なる＿＿と，＿担任

＿も安＿心し＿て子＿ども＿を育＿てる＿とい＿う＿本来＿の仕

＿事に＿就け＿る。＿そこ＿の安＿心し＿てで＿き＿るこ＿とと＿，モ

＿チベ＿ーシ＿ョン＿が保＿てる＿こと＿が＿大き＿な＿変＿化だ

＿と＿思＿い＿ます。

Ｙのインタビュー発話によれば，校長の転勤
による学校の変化は２点ある。第１に，教師の
声を学校運営に反映しなかった以前の校長とは
対照的に新しいD校長は教師の提案を採用して
くれたので教師の意欲が高まったことである。
第２に，保護者の担任教師への批判を校長が食
い止めたことで教師が安心して授業を中心とし
た子どもへの指導に時間を注げるように変化し
たことである。
これらの学校の雰囲気の変化は，学校の各教
師に授業を中心とする子どもの指導に意識を向
けさせ，それに時間を使う結果を生んだ。

3-2-2．同学年の同僚教師であるメンターからの援助
第２の要因は，同僚教師であるメンターから
の援助である。Ｘによれば，初任に採用された
2007年の翌年2008年度から2010年度まで３年
間，同学年の担任として同僚であったＹとの出
会いが自分の成長をもたらしたという。この点
について，Ｘは次のように述べた。

Ｉ：＿今は＿上が＿って＿る？
Ｘ：＿上が＿って＿る。＿それ＿も，＿すご＿いス＿タッ＿フ＿組ん

＿でく＿れて＿。尊＿敬で＿きる＿先生＿で。＿その＿人＿が５

＿年で＿組ん＿で。＿その＿人に＿今ず＿っと＿教え＿ら＿れな

＿がら＿，３＿年間＿一緒＿なん＿です＿けど＿。そ＿の＿人と

＿出会＿えた＿から＿伸び＿た感＿じが＿あっ＿て。＿Ｙ＿先生

＿って＿いう＿んで＿すけ＿ど，＿うち＿の学＿校の＿核＿にな

＿る先＿生＿です。

この同僚教師であるメンターからの援助で注
目した点は，メンターによる自主的勉強会の組
織である。この勉強会についてＹは以下のよう
に述べた。

Ｙ：＿はい＿。自＿分よ＿り若＿い先＿生と＿組ん＿だの＿は＿K先

＿生た＿ちが＿最初＿で，＿次は＿Ｘ先＿生が＿来た＿年＿に20

＿代の＿子が＿いた＿とい＿うく＿らい＿で，＿こち＿ら＿も何

＿をし＿てや＿って＿いい＿のか＿が分＿から＿なか＿っ＿たの

＿です＿が，＿Ｘ先＿生が＿積極＿的に＿聞い＿てく＿るの＿と，

＿Ｘ先＿生が＿来た＿年か＿らか＿，同＿い年＿くら＿い＿の先

＿生に＿「勉＿強会＿をや＿れ」＿と言＿われ＿てミ＿ニ＿勉強

＿会み＿たい＿なの＿を始＿めた＿んで＿す。＿〈中＿略〉
Ｉ：（勉強会で使用した資料を見ながら）学年
レターだな。

Ｙ：＿この＿時は＿Ｘ先＿生が＿１年＿目で＿４年＿生，＿私＿が６

＿年生＿担当＿。「＿水泳＿指導＿でこ＿んな＿のを＿や＿りま

＿せん＿か？＿」と＿いう＿よう＿な感＿じで，ちょっと
思うことがあれば学年に投げていたのです
が，もう少し人々に貢献しようという話に
なり，漢字はどうやって覚えるのかとか，
当たり前のようなところから，みんなを集
めて，「それぞれの学級ではどうしてる？」
「来たい人は来て下さい」というのを始め
たんです。

Ｉ：それは研究主任としてですか？
Ｙ：＿いい＿え，＿研究＿主任＿じゃ＿なく＿個人＿とし＿て。＿研究

＿主任＿とし＿てや＿ると＿学校＿の中＿に位＿置付＿けて，

＿次に＿やる＿人が＿大変＿なこ＿とに＿なる＿ので＿。＿個人

＿の私＿が，＿全く＿強制＿力の＿ない＿勉強＿会を＿や＿りま

＿す。＿来た＿い人＿はど＿うぞ＿とい＿う感＿じ＿です。

Ｙによれば，Ｘを含む若い教師の希望により，
Ｘが４年生の担任として採用された 2007年度
から同学年の６年生の教師と一緒に「ミニ勉強
会」を始めたという。
当時学校の研究主任であったＹは，研究主任
として組織するのではなく，「来たい人はどう
ぞ」という「全く強制力のない勉強会」つまり，
教師の自主的な学習を組織したのである。表１
は，2007年度の「ミニ勉強会」の内容の要約で
ある。
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Ｙによる自主的勉強会は，Ｘの赴任した2007

年度にはじまり，2007年度はＹの学年の６年生
教師たちで年に４回開催された。その内容が表
１である。その４回のうち２回が体育科の教材
と指導法である。つまり，水泳の教材と指導法
の学習，「ハードル走」や「走り高跳び」の指
導法の学習である。Ｘは初任の 2007年から担
任の４年生４クラスの合同体育で水泳指導を任
され，水泳の初心者指導で用いる教材と指導法
についてＹに教えて欲しいと依頼していた。
「６年授業研究覚書　No３」によれば，25m

を泳がせるために，「だるま浮き」から「連続
だるま浮き」そして「足を使わない平泳ぎ」か
ら「平泳ぎ」という系統指導，また「だるま浮
き」ができない子は「背浮きとちょうちょう泳
ぎ」を指導したところ，「驚くほどの成果があ
った。これほど簡単に泳げるようになろうとは
予想していなかった。」と報告されている。
Ｘは 2007年は資料配布を通して，2008年か

ら３年間は同学年同僚としてこの自主的勉強会
に参加し教材と指導法を学んだ。Ｘは，それら
を授業で用いて目の前の子どもが授業で変わっ
ていく事実を体験したと思われる。
さらに，同僚教師であるメンターからの援助
について，Ｙによれば，Ｘが「できる子の体育」
という考え方を持っていたのに対して，以下の
Ｙへのインタビューにあるように，Ｙや学年の
同僚の教師は「みんなができる体育」の考え方

をぶつけたという。

Ｙ：＿私＿から＿する＿と体＿育は＿はる＿かに＿Ｘ先＿生の＿ほう

＿が詳＿しい＿です＿し，＿F県＿も子＿ども＿たち＿は＿体育

＿がで＿きて＿いた＿地域＿らし＿いの＿で，＿最初＿に＿組ん

＿だと＿きは＿「で＿きる＿子の＿体育＿」と＿いう＿感じ＿だっ

＿たん＿です＿。僕＿らは＿もと＿もと＿体育＿で＿はな＿いの

＿で「＿みん＿なが＿でき＿る体＿育」＿がい＿い＿なと＿基本

＿的に＿は思＿って＿いた＿ので＿，そ＿こが＿Ｘ＿先生＿とは

＿違っ＿た視＿点だ＿った＿のか＿なと＿思い＿ます。
Ｉ : そういうのはどんなところで出ました

か？Ｘ先生は確かにパフォーマンス型なん
ですよ。

Ｙ：＿すご＿く専＿門的＿なん＿です＿よ。＿やろ＿うと＿す＿る課

＿題や＿動＿きが。「そんなに難しいことはでき
んじゃろ」「私が子どもならできん。どう
思います？」って聞いていました。最初の
頃は体育の苦手な女性の先生２人だったの
で「無理，無理」という感じで。「＿ちょ

＿っと＿難し＿い＿で＿しょ＿」と＿いう＿３人＿（同＿学＿年は

＿Ｘ,＿Ｙ先＿生と＿女性＿教師＿２名＿）と＿，「＿いや＿，で

＿きる＿でし＿ょ」＿とい＿うＸ＿先生＿，と＿いう＿感＿じで

＿した＿から。
Ｉ: ＿彼の＿概念＿砕き＿をし＿てい＿ただ＿いた＿ので＿すね。
Ｙ：＿そう＿で＿すね。Ｘ先生は運動はよくできる

ので。

Ｘは，高い技術を子どもに指導するという授
業ではなく，指導法や場作りを工夫して「みん
なができる体育」をめざすという方向に体育観
を揺さぶられたと思われる。

3-2-3．同学年教師集団からの援助
第３の要因は，学校の同学年教師集団からの
援助である。Ｘは次のように述べた。

Ｘ：〈前略〉＿こ＿うい＿う研＿究会＿にし＿ても＿，ブ＿ロッ

＿ク研＿だか＿ら，＿基本＿的に＿補充＿の先＿生ら＿も付＿かな

＿いで＿すし＿，子＿ども＿も残＿って＿ます＿から＿，＿たぶ

＿ん，＿来な＿いの＿が現＿状と＿いう＿か，＿４年＿前＿には

＿あん＿まり＿なか＿った。実際に僕とH先生が見
られた時も，K先生が観察してたみたいで，
あとはなかったですよね？ こういう小さ
な勉強，研究のための授業を空けるための
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表１：2007年度の「ミニ勉強会」の内容

レジュメのタイトルと日時 「ミニ勉強会」の内容

６年授業研究覚書　No１
2007.4.20

「雲　八木重吉」という
詩の授業の指導案の提案

６年授業研究覚書 No２，３
2007.6.28

小学校６年間の水泳指導
の流れ，「ボビング」「だる
ま浮き」「背浮き」「ちょ
うちょう背泳ぎ」の教材
「連続だるま浮き」指導
結果の報告，「平泳ぎ」
の教材

６年授業研究覚書 No４，５
2007.9.19

「ハードル走」の指導法，
「走り高跳び」の指導法

６年授業研究覚書　No６
2007.10.7

国語の説明文「言葉の意
味を追って」の教材解釈
と指導案の提案



環境とか，そういうふうに授業に専念でき
る学校のシステムはすごくいいと思います
し，＿学年＿の先＿生も＿バッ＿クア＿ップ＿して＿くれ＿て，
「＿何で＿そん＿なん＿する＿ん？＿」っ＿てい＿うマ＿イナ

＿スの＿言葉＿じゃ＿なく＿て，＿「や＿って＿みよ＿うか」

＿とか＿，そ＿うい＿うと＿ころ＿は揃＿えて＿くれ＿る＿ので。

＿低き＿に（＿ママ＿）合＿わさ＿ずに＿，割＿と，＿「＿若い

＿人が＿やる＿んな＿ら，＿がん＿ばっ＿てね＿」っ＿て＿いう

＿雰囲＿気が＿ある＿ので＿，今＿回の＿授業＿にし＿ても，

＿他の＿クラ＿スで＿実際＿にや＿って＿みま＿した＿し，＿見せ

＿ても＿もら＿いま＿した＿し。＿そう＿いう＿ふう＿に＿授業

＿を交＿換し＿たり＿，子＿ども＿を代＿えて＿やっ＿て＿みる

＿って＿いう＿実践＿も簡＿単に＿でき＿まし＿たし。

この発話は調査者が観察したＸの校内授業研
究会のことに関するものである。この校内研修
は高学年クラス担当用であったにもかかわら
ず，若手を含め低中学年の教師数名が自分の学
級を自習にして授業観察に参加した。その事実
をＸは，「研究のための授業を空けるための環
境とか，そういうふうに授業に専念できる学校
のシステムはすごくいいと思います」と述べた。
また，「若い人がやるんなら，がんばってね」
っていう雰囲気があるので，今回の授業にして
も，他のクラスで実際にやってみましたし，見
せてももらいましたし。」とあるように，今回
指導した教材を校内研の前に同学年の他クラス
で事前に指導したり，他教師の指導を観察した
りしたという。まさに，校内研修は，同学年同
僚との共同授業研究の場になっていたので
ある。
この校内研修についてＹは，校内研修では６
年生４クラスの学級担任が共同して研究授業の
指導案を作るのではなく，同一単元で各自異な
る指導案で指導して，どの指導案が一番いいの
かを発表するというスタイルで授業研究を行っ
ていると次のように述べた。

Ｙ：Ｘ先生と会った頃は，私は研究主任でした。

＿みん＿なで＿一緒＿に指＿導案＿検討＿に時＿間を＿か＿ける

＿のを＿やめ＿て，＿それ＿より＿は違＿う指＿導案＿で＿それ

＿ぞれ＿に好＿きに＿流し＿て，＿どれ＿が一＿番子＿ど＿もが

＿生き＿生き＿して＿いた＿とか＿，体＿育だ＿った＿ら＿どれ

＿が一＿番子＿ども＿がで＿きる＿よう＿にな＿った＿か＿，と

＿かを＿見て＿いっ＿た方＿がい＿いん＿じゃ＿ない＿か＿とい

＿う形＿で投＿げか＿けて＿いた＿ので＿，い＿つも＿う＿ちの

＿学年＿はそ＿うい＿う感＿じ。
Ｉ：同学年の同僚に，「先生，僕の学級で授業
やって」と言うのは割りとフリーなのです
か？

Ｙ：私は全然フリーです。
Ｉ：それは学校の中でもやる人は多いですか？
Ｙ先生くらいですか？

Ｙ：そんなことはないですね。年配の方で若い
人に「ちょっとやってみんちゃい」という
人が，「うちでやってもいいよ」，「どっち
でもいいよ」って投げかけてくださる方が
多いですね。年配でも僕らのちょっと上の
40代の最後か 50代くらいの人が一番上く
らいのメインの人だったので，「私がやっ
てもいいんだけど，何ならあなたがやって
もいいよ」，「貸してあげるよ」という形の。
たぶん，みんなが経験されているからそう
いう発想が出るんだと思うんですが，そう
いう学年が多かったですね。

また，上記の発話で，研究用の教材を授業研
究前に同学年の他クラスで指導してみたという
ことに関連して，Ｙは「年配の方で若い人に
「ちょっとやってみんちゃい」という人が，「う
ちでやってもいいよ」，「どっちでもいいよ」っ
て投げかけてくださる方が多いですね。」と答
えている。このように共同して授業研究を行う
スタイルを「みんなが経験されているからそう
いう発想が出るんだと思うんですが，そういう
学年が多かったですね。」と述べている。Ｙは，
現在の学校に来る前の２校での 17年間の経験
を振り返り，同学年の若い同僚に自分の学級を
貸して授業をしてもらい教材研究を深める校内
研修のスタイルが広範に存在していたと述べて
いる。
さらに，Ｙは同学年教師集団について次のよ
うに述べた。

Ｉ：子どもが何を学習しているのか，どこでつ
まづいているのか等，子どもの見方につい
てのお話はされましたか？

Ｙ：＿子ど＿もの＿こと＿は，＿同じ＿学年＿で組＿んで＿い＿たら
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＿基本＿的に＿一番＿話す＿こと＿です＿ね。＿「あ＿の＿子は

＿こう＿だっ＿たよ＿」＿とか。S先生はＸ先生とタ
イプが違って，Ｘ先生のように自分の興味
ある所を突き詰めるタイプじゃないんだけ
ど，子どもの見取りというか，それが抜群
なんですよ。自分のクラスも他所のクラス
の子にも。＿Ｘ先＿生と＿組ん＿で２＿年目＿にS＿先生

＿が入＿った＿んで＿すけ＿ど，＿「あ＿の子＿がこ＿う＿でし

＿た」＿「そ＿の子＿はあ＿あで＿した＿」と＿いう＿の＿が日

＿常会＿話で＿，休＿憩時＿間に＿お茶＿を飲＿みな＿が＿ら出

＿るん＿です＿よ。＿そう＿なる＿と，＿自ず＿と子＿ど＿もに

＿関す＿る会＿話が＿更に＿増え＿たの＿で，＿その＿辺＿りが

＿大き＿かっ＿たの＿かな。

Ｘと同学年のＹは，この学年団の先生方によ
る子どもの変化を交流する茶飲み話について語
り，「子どものことは，同じ学年で組んでいた
ら基本的に一番話すことですね。『あの子はこ
うだったよ』とか。S先生はＸ先生とタイプが
違って，Ｘ先生のように自分の興味ある所を突
き詰めるタイプじゃないんだけど，子どもの見
取りというか，それが抜群なんですよ。」と述
べた。Ｘは同学年の先生方との話し合いの中で
子どもの学習を見取る能力をつけていったこと
が推察される。

3-2-4．体育科の校外研修と校内研修（研究授業）
への参加
第４の要因は，体育科の校外研修と校内研修
への積極的参加である。Ｘは次のように述
べた。

Ｘ：＿体育＿の方＿でも＿，２＿年目＿か。＿教科＿研，＿市＿の教

＿科研＿受け＿て，＿あそ＿こで＿も，＿すご＿い勉＿強＿にな

＿って＿。あ＿そこ＿で出＿会っ＿た先＿生と＿も，＿す＿ごい，

＿お付＿き合＿いさ＿せて＿もら＿って＿。去＿年は＿県＿大会

＿も発＿表し＿たん＿で＿すよ。〈中略〉＿教育＿セ＿ンタ

＿ーの＿方で＿も，＿コン＿テン＿ツの＿活用＿かな＿ん＿かで

＿授業＿研究＿して＿て，＿それ＿に＿も呼＿んで＿もら＿って。

＿色ん＿な所＿に呼＿ばれ＿て，＿勉＿強し＿よう＿って。
〈中略〉＿校長＿先生＿も，＿割と＿，県＿外出＿張＿，僕

＿に「＿行っ＿てお＿いで＿」っ＿て言＿って＿もら＿って。

＿「勉＿強す＿る子＿は行＿って＿おい＿で」＿って＿。＿一昨

＿年が＿中四＿国大＿会に＿行か＿せて＿も＿らっ＿て，＿去年

＿も島＿根大＿会＿に＿行か＿せて＿もら＿って。結局，風
邪で行けなかったんですよ，去年は。今年
も，福岡の大会に「行くなら行っておいで」
って言われて。割と優遇してもらってると
いうか。学ぶ機会も多いから，今，すごい，
充実してます。で，あれが，＿研究＿授業＿も割

＿とう＿けて＿。た＿ぶん＿，１＿年目＿から＿数え＿て＿30く

＿らい＿した＿んで＿すよ＿。１＿年目＿も臨＿採と＿か＿合わ

＿すと＿。去＿年も＿４つ＿くら＿いし＿まし＿たし＿，＿今年

＿も，＿セン＿ター＿とブ＿ロッ＿ク研＿。今＿年も＿３つ，

＿４つ＿，入＿って＿いる＿ので＿，勉＿強に＿なり＿ま＿すね。

Ｘは，「市の教科研受けて，あそこでも，す
ごい勉強になって。あそこで出会った先生とも，
すごい，お付き合いさせてもらって。去年は県
大会も発表したんですよ。〈中略〉教育センタ
ーの方でも，コンテンツの活用かなんかで授業
研究してて，それにも呼んでもらって」と述べ
ているように，市や県や教育センター，地域研
究会という校外研修に積極的に参加している。
Ｘは，小学校の校内では体育科の専門的知識に
ついて十分に研修を受けることができない。そ
のために，体育科の校外研修に参加していたと
思われる。
同時に，「１年目から数えて30くらい」校内
で研究授業を公開していると述べている。Ｘは，
教材づくりや指導法の知識等の校外研修で身に
付けた体育の専門的知識を活用し，実際の目の
前の子どもの現状に即して授業で実際に教えよ
うとしていた。そして授業を公開する研究授業
を通して，自分の力量を振り返る経験を積むこ
とにより成長していったと推察される。

４．まとめ
これまでの考察から，若手教師Ｘの成長の過程
が以下の４点にまとめられる。
第１に，管理職の交代を契機として，授業へ関
心を集中し，授業力量の向上を意識して追求
した。
第２に，メンター教師Ｙが組織した学習会に参
加し，体育科の水泳等の教材に関する知識，ハー
ドル等の指導法に関する知識を習得するととも
に，特定の子どもではなく「みんなができる体育」
というメンター教師Ｙの考え方に出会って，「で
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きる子の体育」という考え方を揺さぶられた。
第３に，学校の同学年教師の同僚と日常的に子
どもの学習に関する会話を行うことにより，子ど
もを理解する能力を向上させた。
第４に，体育の専門的知識の学習のために校外
研修へ参加するとともに，自分の授業に関する力
量を振り返るために研究授業を積極的に実施
した。
これらの若手教師Ｘの成長の過程が，体育授業
の力量の成長に関して現職教育へ示唆することは
以下の４点である。
第１に，若手教師のニーズを踏まえて，その成
長を励ますメンターや子どもの成長について日常
的に対話できる同学年の同僚の存在が必要である
こと。
第２に，そのような条件を学校現場に作り出す
ために，一人一人の教師の提案を取り上げ，教師
が授業中心に仕事のできる学校の雰囲気を作り出
す管理職の役割が重要であること。
第３に，第１と第２の条件に基づいて行われる
日常的な体育授業に関する観察・協議・実技等の
校内研修が必要であること。
第４に，体育の専門的知識を身に付けるための
様々な校外研修への参加を可能にする同僚と管理
職の支援，そして教育行政の時間的財政的保証が
必要であること。
ただし，本研究には次の問いが投げかけられる
だろう。本研究では，若手教師Ｘの１事例の結果
を考察した。そこで，「外的妥当性」つまり，「調
査結果をどの程度一般化できるのかという問題」
（メリアム, 2004, p.302.）が生じてくる。つまり，
この学校の他の教師や他の学校の教師にこの結論
や考察はどのような意味を持つのかという問いで
ある。教師の成長は個性的と考えられるので，あ
る教師の事例が他の教師の成長にとって意味を持
つかについて疑問視されるのである。
この問いに対して，ここでは，「読者あるいは
利用者の側の一般化可能性」（メリアム ,2004,

p.308.）の立場をとりたい。木原俊行（2004）に
よれば，「若手教師」の段階の授業力量は，すべ
ての教師に必要な「共通性」という性格を持つ。
そこで若手教師Ｘという１事例の結果が，「共通
性」をもつ他の教師の授業力量の成長に示唆を与
える「典型性」（メリアム, 2004, p.309.）を備えて

いる可能性があると考えられる。ただし，Ｘとい
う１事例の結果が，他の教師の授業力量の成長に
示唆を与える「典型性」を備えているとした場合，
他の教師がその「典型性」を理解するために，他
の教師が本事例を深く理解できるための「豊かで
分厚い記述」（メリアム, 2004, p.309.）を行う必要
がある。この「豊かで分厚い記述」は，今後の課
題として残された。

付　記

本研究は，日本学術振興会科学研究費補助金
（基盤B）課題研究番号21300221研究代表者・木
原成一郎の補助を受けて行われた。
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注
１ 木原成一郎・林楠（2010，p.90.）によれば，

近年，団塊世代の教師が大量に退職する時期
を迎え，大都市を中心に大量の若い教師が新
たに採用される状況が生まれている。そのた
めに学校の中堅教師に対して，若い教師がス
ムーズに教師の仕事ができるように教職に就
いてから数年間の間彼らを援助する専門的役

割が求められている。
この援助の仕事はメンタリングと呼ばれ，
教職にとどまらず，医者や看護師，警官等の
専門職において新しく職に就いた人々がスム
ーズに新しい職に参入するように援助する中
堅職員の役割を意味している。メンタリング
を行う人はメンターと呼ばれ，メンターの典
型例は教員養成において教育実習生を指導す
る学校の指導教員である。このメンタリング
は指導教員が教育実習生の成長を援助する場
合にとどまらず，学校に新しく参入する若い
教員の成長を励ます教員の職能としても必要
な力量となってきているのである。
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